
2013 年度 小委員会活動成果報告 
（2014 年 １月 13 日作成） 

小委員会名 建築教育将来計画小委員会 主 査 名：平田京子 
就任年月：2011 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築教育委員会 委員長名：石川孝重 
主 査 名： 

設 置 期 間    2011 年 4 月  ～  2015 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・建築教育のあるべき将来像を検討し、調査研究を行う 
・建築教育に関する新領域からの研究活動を行う（市民協働、住教育、BIM など） 
・建築系卒業生の進路調査 
・建築教育シンポジウムに対する企画協力を行う 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：あり 

・長澤夏子（早稲田大学）、浦江真人（東洋大学）、伊藤香織（東京理科大学）、妹尾理子

（香川大学）、衣袋洋一（芝浦工大）、斉藤理（山口県立大学）、富樫豊（NPO 地域におけ

る知識の結い） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・建築マネジメント教育 WG ・住教育 WG ・フィールドワーク・スタディ・カリキュ

ラム WG ・BIM 教育調査 WG ・市民協働のデザイン WG ・教育の社会性検討 WG 
（目的は WG 名称にて示される） 

2013 年度予算    230,000 円 ホームページ公開の有無：あり 

委員会 HP アドレス：http://news-sv.aij.or.jp/edu/s0/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        1 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 

2014 年 4 月頃に書籍『モノづくり、コトづくり、マチづくり（仮）』（市民協働の

デザイン WG が中心に執筆）の刊行を予定 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 
１．第 13 回建築教育シンポジウムにて WG 主査が成果発表、討論  25 名 

大会研究集会 研究懇談会：建てない時代の建築教育 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．建築教育のあり方に関する課題：各 WG で議論が進んでいる 
２．新領域の研究：刊行物がまとまるなど、委員会活動で議論が進んでいる 
３．建築教育シンポジウム：WG が成果を発表、参加者とともに議論済み 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．WG 活動の活性化を行う効果的な方法 
２．WG 活動成果の公表方法、効果的な広報：BIM や市民協働、進路調査等 
 

 
＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通項目があれば、

最下段に項目を追加して記述してもよい。 
＊表中の「（書名）」等の赤文字は、記述を誘導するための説明である。記載の有無にかかわらず最終的には削除のうえ提出する

こと。 


